
 

 

団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

①維持管理の基本方針                               

前項の管理運計画でその方向性を定めた 5つのポイントの中で、施設の維持管理において重要な項

目を精査し、施設の維持管理を実施します。 

足柄ふれあいの村の運営管理にもとづく、維持管理方針 

   

安全・安心な継続施設

利用者満足プログラム

多用途対応プログラム

地域連携で県西活性化

全ての人に公平・平等

足柄ふれあいの村
管理運営方針

安全・安心の維持管理
子供たちから高齢者まで、すべての利用者が
安全・安心に活動を楽しめる維持管理。ス
タッフも安全・安心して働ける維持管理。

利用者満足の維持管理
ふれあいの村の森林が、野外プログラム
フィールドとして活用できる維持管理。野外
フィールドを安全に利用できる維持管理。

地域と連携の維持管理
地域景観や地域環境に配慮することで地域連
携を深める維持管理。地域と連携した、防
災・防犯活動を高める維持管理。

足柄ふれあいの村
維持管理方針

 

 

 施設の維持管理業務は、足柄グリーンサービスが中心となって取り組みます。 

私たち足柄グリーンサービスは、創業以来、南足柄市で、施設の維持管理に関する業務を主軸事業

とし、その後、子供たちの野外教育や飲食・宿泊にもかかわる温泉事業などを地域づくりの一環と

して促進してきました。これらすべての事業で培った経験と知識、ノウハウを足柄ふれあいの村の

維持管理業務の実施に活かします。 

 

足柄グリーンサービスの業務と足柄ふれあいの村の維持管理業務の関連図 

    

ファシリティ事業部
建物管理部門

ファシリティ事業部
グリーン管理部門

温泉事業部
おんりーゆー

野外教育事業部
ＰＡＡ２１

指定管理事業部
［指定管理施設］

環境整備

維持修繕
防災・防犯
安全対策

足柄グリーンサービスの業務 足柄ふれあいの村・維持管理
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

［年間計画のもとに行う環境整備業務］                        

○足柄ふれあいの村は、周辺を森林に囲まれ、さまざまな自然環境を有しています。そこでは利用者

に安らぎや憩いを与える空間として、気持ちのよい自然としての環境整備を目指します。自然を対

象とした整備のため、植物の特性や自然生態系を十分理解し、年間計画を立案し整備します。 

○敷地内のすべてのフィールドが、子供たちをはじめとした活動の場となるため、自然物の障害物や

雨水侵食された木の根など、日常的に敷地内の危険個所を点検し、安全・安心を確保します。 

○周辺の森林や施設内の植栽など、年月を経て成長し、暴風雨などで倒壊したり侵食されて危険個所

が突如として顕在化した時などは、利用者の安全のため即座に対処する必要があります。 

 私たちは、本社の各事業部の支援も含め、フレキシブルな環境整備を実施します。 

 

②植栽管理業務の取り組み                             

■目的に適した植栽の剪定を行います                           

足柄ふれあいの村には、多くの人工林と一部の自然林、また、景観木として植栽された樹木など、

様々な植物が混在しています。 

自然の中で、心豊かに野外活動ができるよう、それぞれの樹木の目的（環境保全、自然景観、鑑賞

景観など）に適した剪定管理を行います。 

私たちのグリーン環境部門の技術的な支援のもと、植栽管理の専門家が植栽剪定をします。 

 

 

■樹形、病虫害を考慮した低木・灌木の刈込を行います                   

低木・灌木の刈込は現在の樹形を維持し、樹木の樹冠を刈り表面の枝葉を密にし、中心部・幹周辺

は強めの刈り込みをして風通しを良くし病虫害が付きにくい刈込・剪定を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

■危険生物の生息をさせない除草をします                         

スズメバチや毒ヘビなどの害虫や危険生物の生息場所や隠れ場をなくす目的、また、居住場所や通

路周辺の景観保全の目的のため、定期的（計画的）に施設周辺の除草作業を行います。 

ふれあいの村は、多くの子供たち・利用者が宿泊・活動する施設であるため、除草作業においては

原則として除草剤は使わないこととします。 

 

■薬剤を極力使わない病虫害防除について                         

樹木などに発生する病虫害は、日常の点検～早期対応、刈り込み・剪定作業により防除します。防

除のための薬剤は極力使用しません。やむをえず薬剤を使用する場合は、人体への影響のないもの

を必用最小限、スポット散布することとします。 

 

■剪定枝などは自社処理場で（リサイクル）有効利用します                 

私たち足柄グリーンサービスのグリーン環境部門は、剪定や刈込で発生した剪定枝などを自社の処

理場においてチッパーでチップ化し、堆肥やペレットとして、近隣農家や、地面への敷き均し材へ

の活用など有効利用しています。 

足柄ふれあいの村の剪定枝は、産業廃棄物として焼却処分するのでなく、当社所有の植栽廃棄物処

理場（南足柄市矢倉沢）に搬送し、チップ化しリサイクル有効活用します。 

 

足柄グリーンサービス運営の植栽廃棄物処理場（南足柄市矢倉沢）のチップ化の様子 

   

 

 

29/151



 

 

団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

■植物の特性を考慮して年間管理計画を策定します                     

剪定、刈り込み、除草、病虫害防除などの作業は、自然の樹木、植物などを対象とした作業であり、

自然を十分考慮して適切な時期に作業を行うような年間管理計画を策定します。 

同様に、自然を対象にした作業であることから、樹木、植物の生育に大きな影響を与える自然災害

や気象状況などを考慮したフレキシブルな対応も出来るようにします。 

 森林の多いこの地域では、台風後の大木の落枝による災害なども多く、自然災害時の事前事後の植

栽管理は緊急性を要するものです。 

緊急時には、足柄グリーンサービスグリーン環境部の支援による安全確保を行います。 

植栽管理年間計画 

  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

病虫害防除

備考

冬季に主枝を剪定

新芽の伸長が止まる5～6月
土用芽の伸長が止まる9月～10月

園路・建屋周辺

適宜実施

花木 落花直後に剪定

剪定（常緑樹）

剪定（落葉樹）

低木刈込

除草・草刈

 

■環境保全に貢献する新たな取り組み  

［緑のカーテン］                                     

直接日が当たる建屋などに緑のカーテンを設置し、太陽光の遮断と断熱、植物からの蒸散気化

熱を利用して建築物の温度上昇を抑制し、省エネルギー、地球温暖化防止対策に努めます。 

緑のカーテンとは･･･主につる植物など、窓を覆うように繁茂させたカーテン状の構造物を指すも

のです。弊社では、南足柄市にある本社ビルや、南足柄市運動公園や南足柄市広町パークゴルフ場

に緑のカーテンを設置して、地球温暖化防止に貢献しています。 

足柄グリーンサービスが、南足柄市内で実施している緑のカーテン 

 

 

  足柄グリーンサービス本社   南足柄市広町パークゴルフ場    南足柄市運動公園 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

■神奈川県の森林保全の学習ができる足柄ふれあいの村の森林整備 

私たちは、南足柄市の中心部（伊豆箱根鉄道大雄山駅周辺）からほど近い平野部に本社を構えてい

ますが、南足柄市の自然環境は、南側に広がる一部の足柄平野を囲むように箱根外輪山の山麓が広

がる森林が広がっているのが大きな特徴です。 

中でも箱根外輪山の明神ヶ岳の東側山麓は大きな面積を占め、そのほとんどが、人工林で占められ

ています。足柄ふれあいの村はその山裾に位置しています。 

我が国の問題でもある林業の衰退が、この南足柄市の自然環境の変化にも大きく影響し、近年、ス

ギ・ヒノキ林地の手入れが行き届かずに、生産材としての森林が成り立っていないのが現状です。 

足柄ふれあいの村においては、子供たちをはじめとした利用者に、森林整備の重要性を理解しても

らい、人々に安らぎを与える健全な森林を感じることや、自分たちで出来る森林保全作業を体験し

てもらうことが重要であると考えています。 

このような背景をもとに、足柄ふれあいの村の環境保全のための取り組みの一環として、園内林で

過密になった林分の間伐や受光伐を行い、十分な光をあたえて成長を良くし、健全な林を作ります。 

 

■敷地内発生の間伐材を活用して自然生態系の保全に努めます 

間伐材を利用して森林内通路に丸太階段や丸太柵を設置します。残った発生材はチップ化し、カブ

トムシやクワガタの繁殖地を創出し、自然生態系の保全に努めます。 

     
 

■森林の多面的な役割を理解する森林整備体験プログラムの活用 

神奈川県の森林の多面的な役割（木材生産、国土保全、水源涵養、保健・保養の提供など）を理解

し、そのような森林の保全への貢献を体験するため、林地の間伐作業、または森林整備軽作業など

を学校体験プログラムとして計画します。 

また、間伐材を使用して、施設周辺の散策道を整備する作業などを、学校体験プログラムとして組 

み込みます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

③清掃・美化についての取り組み                          

私たちは、利用者に不快感を与えないよう日常清掃・定期清掃の「内容と実施時期を定めた計画」

を策定し、実施します。作業の実施に際しては、定期的に清掃をすることで清潔感を保ち、汚れを

発見した際には随時清掃します。 

日常清掃は定めた頻度・回数通り行ない、定期清掃は日常清掃時に取れない汚れを定期的に取り除

き清潔感を保ちます。 

日常・定期清掃作業仕様書 

 

床
面
の
掃
き
清
掃

床
面
の
拭
き
清
掃

床
の
乾
式
清
掃

床
の
真
空
清
掃

一
般
ゴ
ミ
・
屑
入
れ
処
理

生
ご
み
の
処
理

吸
殻
の
処
理

衛
生
陶
器
の
清
掃

洗
面
台
の
清
掃

消
耗
品
補
充

仕
切
り
の
除
塵

備
品
の
清
掃

床
洗
浄
樹
脂
ワ

ッ
ク
ス
処
理

窓
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

４月～１１月 毎日

１２月～３月 ４日/週

きつつき山荘 通年 利用後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適宜 適宜

さわがに山荘 通年 利用後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適宜 適宜

野外トイレ 通年 ２～４日/週 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適宜 適宜

Bコテージトイレ 通年 ２～４日/週 ○ ○ ○ 適宜

洗面所 通年 ２～４日/週 ○ ○ ○ 適宜

○ ○ ○ ➀②適宜適宜○ ○管理棟・集会棟 ○ ○
➀　1回/年
②　２～4回/年

備考施設名 時期 頻度

日常清掃 定期清掃

○○ ○

 

 

また、コテージの清掃チェック表を作成し、利用者に対しても時間を定め、清掃・片付け等をする

ことを施設のきまりとして遵守することを伝えます。 

利用する子供たちには、このような集団生活における公共の施設の利用時におけるマナー等も指

導・啓発します。 

 

■環境負荷を低減するゴミの処理を実施します                       

私たち足柄グリーンサービスは環境ＩＳＯ１４００１で詳細な環境保全対応、ゴミ処理に関する環

境保全の手法などを学び、会社全体で実行しています。 

その中で得たノウハウを足柄ふれあいの村の運営にも活用し、環境負荷軽減のため、５Ｒの考えを

基本に、利用者の方々の協力を得ながら、ゴミ処理を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

 利用者へのゴミ処理の啓発も、きちんと、積極的に行っていきます。 

・清掃の際出たゴミは、定めた場所に集積する ・持参したゴミは持ち帰る 

・食堂関連のゴミは食堂への返却する     ・自販機のペットボトル等は村内の分別回収 

  

今後の取組みたい検討事項として、食堂残飯、野菜クズ等分別を正確に実施し、廃棄物＋樹木チッ

プ（矢倉沢植栽廃棄物処理場での作業）の混合で堆肥化し、足柄ふれあいの村利用の肥料として再

利用します。 

また、それを、リサイクル啓発として、利用者にＰＲし、環境学習の一環として位置付けます。 

 

④保健衛生管理について                            

利用者の方々に対し、保健衛生的に不備がなく、快適に過ごしていただくため、職員の意識を高め

ること、また、日々その体制を保持するため、足柄ふれあいの村安全衛生管理体制を構築すると共

に、マニュアル並びにチェック表を用意し、その管理に努めます。 

また、食堂関連の業務に関しても、委託業者との連携を密にし、食堂担当責任者を選任させ、食品

衛生法に則った安全管理体制を作り、実施していきます。 

 

項目 日常管理 定期管理 

飲料水管理 pH・臭気・味・色度・濁度 
残留塩素確保 

受水槽清掃       年 1 回 

簡易専用水道検査 

排水管理 トラップ清掃 

スクーリング清掃 

 

 

法流水水質検査     年 4 回 

浄化槽法定検査     年 1 回 

汚泥引抜き       随時 

雑排水管・汚水管洗浄  年 1 回 

浴槽水質管理 灌水および清掃 

 

レジオレナ等水質検査  年 2 回 

配水管洗浄       隔年に 1回 

ろ材交換        随時 

空調機 フィルター清掃 定期点検        年 1 回 

衛生陶器 日常清掃 

水垢・尿石除去 

小便器殺菌脱臭装置 

保守点検        年 1 回 

寝具 通風・換気 乾燥消毒        年 4 回 

食堂 日常清掃 

ごみ処理・消毒 

グリストラップ清掃 

厨房機器清掃      月 1 回 

保健所検査       年 1 回 

衛生検査（検便等）   年 1 回 

衛生害虫駆除 簡易捕獲器具等による管理 専門業者による消毒   年 1 回 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（1）環境整備についての実施方針 

■足柄ふれあいの村安全衛生管理体制                           

足柄ふれあいの村の安全衛生管理体制は、足柄グリーンサービス本社と近距離であることを活用

し、足柄グリーンサービスの安全衛生委員会の一施設として参加することの他、足柄ふれあいの村

独自の職場安全推進委員会において推進します。 

 

［足柄グリーンサービス全体の体制］ 

足柄ふれあいの村の保健衛生管理は、私たち足柄グリーンサービスの安全衛生管理体制に基づき、

月１回開催する安全衛生委員会の一施設と位置付け、統括責任者を安全衛生委員会の委員とし、月

度の安全に対する対策、現況等を報告すると同時に他拠点施設との連携を図ります。 

 

  

産業医

安全衛生委員会
委員長

代表取締役社長

環境安全衛生部 ファシリティ事業部 指定管理事業部 温泉事業部 社員代表委員

事務局

足柄ふれあい
の村

野外教育事業部

現 場 各 所 指 定 管 理 各 施 設

足柄グリーンサービス 安全衛生管理体制図

 

［足柄ふれあいの村の推進委員会］ 

足柄ふれあいの村では、月 1回職場安全推進委員会を開催し、通常時並びに非常時の利用者及び従

業員の安全確保を推進します。また、常時園内を巡視し、潜在危険箇所を抽出し、リスクアセスメ

ント方式にて改善フォローを実施していきます。 

 

職場安全推進委員会のメンバー 

    

安全推進委員会会長（所長）

副会長（副所長）

企画事業担当責任者

総務担当責任者

施設管理担当責任者

食堂担当責任者
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（2）維持修繕の実施方針 

①効果的・経済的な維持修繕の考え方                        

平成 2年の設立以来、25 年間の長きにわたり、子ども達をはじめ多くの県民に利用されてきました。 

 施設の老朽化は進行し、今後ますます、その維持管理には手間と費用がかさむようになります。 

 そのため、施設の維持修繕については、その方向性を明確にして、効果的で経済的な計画のもとに

維持修繕を進めていく必要があります。 

 足柄ふれあいの村の最も重要なことは、利用者サービスであるため、維持修繕においてもまず第一

に利用者の安全や、利用者満足度を維持・向上させることを優先します。 

 利用者の安全・満足度と、事業主体である県の意向や予算、指定管理者が管理する収支状況など、

それぞれの側面から協議・検討し、合理的な計画・スケジュールを立案して維持修繕を進めていき

ます。 

  

 これまで以上に、維持管理費の増大が予想されること、利用者サービスを損ねることのない運営を

すること、という難しい状況を克服するためには、計画的な維持修繕計画の他に、足柄ふれあいの

村指定管理業務全体での収支構造を向上させるため、利用料金の増大を図ることも求められます。 

 規模の大きな修理、災害に関しては、事前対策や事前予測を十分に行い、維持修繕費の過大な支出

とならないよう、県と調整を図り対応していきます。 

 

②施設・整備の維持管理業務の取り組みについて                   

日常の施設・設備の安全点検や軽微な維持修繕等については、私たちのファシリティ事業部支援に

より作成する管理マニュアルのもと、職員が自ら実施します。 

ボイラー・電気・消防設備等の機械設備は、定期点検により不備個所を抽出します。 

機械設備の点検は、基本的に専門業者に委託します。日常点検や、定期点検は、異常や不備を早期

発見することで大きな修繕に至らないよう対応します。 

 

■施設設備情報をシステム化します                            

弊社のファシリティ事業部が実践しているファシリティ・マネジメントの考え方を適応し、機械設

備や施設などの修繕履歴等の各種情報をシステム化します。 

このようなシステム化により、故障・障害時の迅速・適切な対応が可能となり、修繕を必要最小限

にとどめ結果として維持修繕費用を縮減します。 

これをもとに、日常的なコスト、同時に光熱費や保守管理費を含む長期的な維持修繕費やライフサ

イクルコストの縮減を図ります。 

また、施設設備情報のシステム化により、県への施設管理状況の報告内容がより明確になり、県と

現場（指定管理者）との業務コミュニケーションの円滑化を図ります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（2）維持修繕の実施方針 

■適正な修繕に活かせる保守管理計画の実施                        

施設点検を実施し、その結果を持って保守管理計画を策定します。 

○日常点検については、点検マニュアルを作成し、職員が各設備起動時及び利用者清掃後の点検や補

完清掃時に実施します。 

 

○設備機器などの定期点検は、多くが法定点検や専門技術を必要とする点検業務となり、それぞれの

専門業者へ委託します。 

 

保守管理計画は、この日常点検、定期点検をもとに作成しますが、きちんとした修繕計画を立案し

実行することが良好な状態での施設の維持保全につながると私たちは考えます。 

浴室などの水廻りや、ボイラーなどの設備機器、また火を使うかまど設備などは、経年劣化しやす

く、相応の予算を計上し、修繕に備えますが、それらの構造物や設備機器は、日常の点検で、小破

修繕をこまめに行うことで、大規模修繕のサイクルを大きくするような保守管理を実施します。 

浴室、かまど、ボイラー室の参考写真 

 

③敷地内工作物の維持管理業務の取り組みについて                  

 敷地内工作物点検を実施し、その結果により保守管理計画を策定します。 

○敷地内工作物の維持管理業務については、施設・設備と同様に、点検マニュアルを作成し、職員が

各設備起動時及び村内巡回時に点検を行ないます。 

 

○工作物や構造物など、法定点検や技術を必要とする業務は専門業者へ委託し定期点検を行います。 

不具合個所などの保守管理計画は、この日常点検、定期点検をもとに作成します。 

屋外の工作物は、経年劣化により、室内のものより早期に修繕を必要とするもが多く、大規模修繕

や更新と判断される前に塗装や補修などの手間をかけることで工作物の寿命を延ばします 

そのため、屋外工作物についても、劣化防止の対策をこまめに行うことを維持管理方針とします。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（2）維持修繕の実施方針 

④備品等管理業務の取り組みについて                       

施設の備品は公共の物であり、常に誰でもが安全に気持ちよく使用できるように、管理を実施しま

す。また、備品は常に大切に扱い、利用者に対しても周知します。 

■全ての備品リストを作成・データ化し、備品の状況を速やかに把握できるように整備します。 

・固定備品、貸し出し備品等の種別に分類します。 

・品名、型式、数量を記載します。 

・備え付けの部屋、施設、保管場所を記載します。 

・別途に各部屋、施設ごとの管理チェックリストを作成し管理します。 

 

■日常の管理の内容                                   

○使用、貸し出し物品について 

・パンフレットや口頭説明により、利用者に対し物品の取り扱いの注意事項等を周知します。 

・使用、貸し出しの際は、貸し出しチェックリストにより確認をします。 

・貸し出しの際は、物品の機能性等の不具合、破損があるか等を確認します。 

・必ず決められた場所へ返却します。 

・返却の際は、貸し出し時の状態に戻します。 

 

○保管・管理について 

・保管場所の整理整頓を心掛けます。 

・写真光学機器、オーディオ関連機器類等は保管に充分注意します。 

 

○破損･不足の場合は、修繕すると共に必要に応じて補充します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

①安全対策についての考え方                            

■プラン～システム～トレーニング～バックアップの安全対策サイクルによる管理       

・私たち足柄グリーンサービスは平成 18 年 12 月にＩＳＯ－１４００１の認証を取得し、全社レベル

での環境負荷低減活動を実施しています。 

・ＩＳＯの取り組みをする中で、環境負荷低減の考え方を安全衛生・防災の考え方にも流用し、安全

対策を推進してきました。 

・ＰＤＣＡによる事業計画サイクルを防災・防犯の安全対策の実施サイクルとして応用し、プラン（防

災・防犯・安全計画）～システム（防災・防犯・安全管理体制）～トレーニング（安全研修・訓練）

～バックアップ（災害発生時対応体制）の安全対策サイクルによる安全管理の考え方により、安全

対策を総合的・継続的に実施します。 

 

①プラン（防災・防犯・安全計画） 

  さまざまなケースを想定し対応・対策の計画を立案、安全対策マニュアルの作成 

 ②システム（防災・防犯・安全管理体制） 

  日常の安全管理・防災防犯を実施する組織体制の確立 

 ③トレーニング（安全研修・訓練） 

  安全対策マニュアルについての研修や、災害・事故を想定した対策の訓練 

 ④バックアップ（災害発生時対応体制） 

  災害・事故等発生時の実際の対応と組織としてのバックアップ 

 

・4 つの項目を段階的に進めて循環させ、安全管理を実施します。 

安全衛生管理システムの循環システム概念図 

 

プラン

（防災・安全計画）
システム

（防災・安全管理体制）

トレーニング

（安全研修・訓練）

バックアップ

（災害発生時対応体制）

安全衛生
管理システム
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

②事故、災害防止の体制について                          

足柄ふれあいの村のスタッフは、毎朝の日常点検巡視後の朝礼において当日の利用客情報や作

業予定、及び巡視状況を確認し、安全意識を共有し高めます。 

 足柄グリーンサービス本社防災対策本部との連携・支援のもと、足柄ふれあいの村所長を防災 

対策本部長として足柄ふれあいの村自衛防災組織を設置します。 

 

 

 

足柄グリーンサービスの各事業部において通常業務で実施されている防災・防犯訓練を、足柄ふれ

あいの村に適用し、足柄グリーンサービス本社との連携で年間を通じた防犯・防災訓練を行います。 

・足柄グリーンサービスが実施する防災訓練への参加（年 1回） 

・足柄ふれあいの村内にて消防訓練の実施（年 1回） 

・防災備品の装備（年 2回点検） 

・県・南足柄市・自治会等との定期的な連絡 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

③安全対策マニュアルの策定について                        

■安全対策マニュアルの内容   

私たちは、来場者、利用者、現場スタッフの安全と、施設の保全を目的として安全対策マニュアル

を作成してきました。足柄ふれあいの村の安全対策マニュアルはその内容をもとに、足柄ふれあい

の村の特性を考慮し策定したものです。 

［防犯マニュアル］  

・場内不法侵入防止に関する対策や、施錠や侵入防止柵（ロープ）の管理基準 

・防犯のために施設内を巡回するための基準 

・駐車場での事故防止や車上盗難防止のための巡視等、駐車場・車両に関する防犯対策 

・終業時の施錠、金庫の管理方法など事務所内外の盗難防止対策 

・場内の不審者防止や、利用者盗難被害防止に関する対策 

［防災マニュアル］ 

・足柄ふれあいの村での火気・煙草類の取扱に関する禁止事項及び、管理基準 

・火災発生時の通報や利用者避難に関する事前取り決め事項 

・風水害が予測されるときの施設防災準備の方法や対策 

・暴風雨後の施設点検個所と点検内容の取り決め 

・足柄ふれあいの村を閉鎖しなければならない状況のガイドライン設定 

・地震、火山噴火発生時の利用者避難場所への誘導についての取り決め 

（広町の避難場所は南足柄中学校） 

［安全衛生に関するマニュアル］ 

・流行性感染症の防止対策や日常の施設の衛生対策 

・利用者の健康状態、体調の確認などの声かけ、コミュニケーションの指針 

・季節・天候に関わる体調管理（熱中症予防、防寒）の対策 

・施設敷地内林地、草地、湿地などの危険生物等発生抑制、及び被害時の対策 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

■安全対策マニュアルの位置づけ 

○不審者、不法侵入、窃盗、暴力などの犯罪防止、事件発生時の対策のなどの「防犯マニュアル」 

○風水害、地震、火災など自然災害や人災を未然に防止、被害を最小限にする「防災マニュアル」 

○利用者の体調管理や病虫害、衛生管理に関する「安全衛生マニュアル」 

と、大きく 3つの分野に分けて整理したものですが、いずれも足柄ふれあいの村の利用者や職場ス

タッフの安全を確保するための対策を記したものです。 

・緊急時に、現場スタッフがあわてることなく速やかに対処できるようにあらかじめ練られたもので

あり、現場においては定期的に安全対策マニュアルによる「安全衛生講習会」を行い、安全の知識

と意識を高めます。 

・安全対策マニュアルは、足柄ふれあいの村現場スタッフや所長・副所長と本社安全衛生管理者など

が一体となって足柄ふれあいの村に対応したものを策定します。 

 

■安全対策マニュアルの策定・改善手順 

・足柄ふれあいの村の所長以下、全ての管理運営担当により、現場を巡回点検し、安全対策会議 

により、問題点や不具合状況などを協議します。 

・「潜在危険箇所抽出シート」「リスクアセスメントシート」にて、足柄ふれあいの村特有の環境や

危険予測個所などを抽出し、安全対策について協議します。 

・統括管理者と管理運営担当が取りまとめた安全対策を、本社安全衛生管理者と安全対策マニュアル

会議を開催し、「足柄ふれあいの村安全対策マニュアル」を策定します。  
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

④防犯・防災訓練の実施について                          

■防犯・防災の実際について 

○足柄ふれあいの村 内外での防犯 

宿泊棟や管理棟などでの盗難や施設屋内外での忘れによる紛失物発生の防止 

場内や、駐車場での不審者に対する対応や通報 

○夜間の防犯について 

敷地内への不法侵入や無断活動など防止 

夜間、場内、事務所内への侵入や盗難の防止 

○自然災害について 

暴風雨などによる施設（事務所、宿泊所、研修棟、屋外施設等）の損壊防止 

地震、火山噴火発生時の対応と、利用者の避難場所への誘導 

足柄ふれあいの村は、非常時・災害時には、敷地内に一時避難する場所を定めています。南足柄市 

で定められた避難場所は南足柄中学校（南足柄市広町の避難指定場所）ですが、災害の種類によっ 

ては、狩川を渡るという危険もあります。様々な状況を想定した避難計画を策定します。 

○火災について 

 火災時の初期消火 

 火災時の通報と利用者の避難方法、避難場所 

○利用者病気・事故について 

 熱中症や体調不良による急激な体調変化の際の対応 

 けが人、急病者などの救急救護方法と救急隊通報の対応 

 

■防災訓練を実施します 

 足柄ふれあいの村の安全確保ために実際を想定した防犯・防災訓練を実施します。 

 

訓練種別 訓練内容（講師依頼先） 実施予定 

防犯訓練 

・不審者への確認や対応の訓練 

・犯人への初期対応と警察への通報 

・利用者の安全確保対策（避難誘導等） 

（松田警察署に講師・訓練を依頼） 

年 1回実施 

防災訓練 

・火災発生時の通報、場内告知訓練 

・地震火災発生時の初期消火訓練 

・大規模地震、火山噴火発生時の利用者の避難訓練 

・救出及び救護訓練（人工呼吸、ＡＥＤ等） 

（小田原消防本部足柄消防署に講師・訓練を依頼） 

年 1回実施 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

２ 施設の維持管理について 

（3）防災・防犯の安全対策について 

⑤夜間警備についての業務の取り組み                       

400 名の利用者が宿泊する施設内において、夜間の安全を確保することは、足柄ふれあいの村にと

っては大変重要なことです。 

私たちは、南足柄市内の施設での夜間警備業務の実績を活かし、足柄ふれあいの村においても 

（外部委託ではなく）自社直営による夜間警備を実施し防犯の推進に努めます。 

 

足柄ふれあいの村の夜間警備は、警備計画書を作成し、実施します。 

 

警備計画書 

警備業務     対象施設 1．所在地 神奈川県南足柄市広町 1507 

2．名称  神奈川県立足柄ふれあいの村 

警備の種類 夜間及び休日の常駐警備 

警備担当時間 

及び配置人員 

曜日 担当時間 配置人員 

平 日 
自    18:00 

至 翌 08:30 
14.5Ｈ 2 名 

休 日 
自   08:30 

至 翌 08:30 
24Ｈ 2 名 

主業務 

1．入退村に基づく施設への出入り管理 

2. 敷地内および建物内の巡回 

(4 回／日以上、1名で行い、無線を携行) 

3．火災の早期発見と初期消火活動及び通報 

4．タバコの吸殻及び未処理灰皿の消火確認と安全確保 

5．消防設備・消火器等設置状況の点検と障害物の除去 

6．施錠すべき箇所の施錠確認 

7．潜伏者・徘徊者・不審者の点検及び異常時の連絡 

8．鍵の放置確認 

9．照明設備等の運転・停止 

10．警備日誌の作成と保管 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

足柄ふれあいの村は、平成 2 年、「自然や人とのふれあい」を通じて子どもたちが自立心や忍耐力、

協調性等を育むふれあい教育活動のための拠点施設として神奈川県によって設置され、これまで神奈

川県内の小中学生を中心に多くの人に利用されてきました。 

設置から 25 年が経過した現在、いじめや不登校などの教育課題が表面化するなど青少年の教育を取

り巻く現状は大きく変化し、自然体験活動が果たす役割は一層大きくなっています。 

このような重要な役割を担う県立ふれあいの村の利用促進を図るためには、複雑化する社会状況や教

育をめぐる様々な課題などを理解し、それに対応する施設づくり、パートナーである関東学院と連携

を強化してプログラム作りなどを推進しなければならないと考えます。 

また、施設の魅力や様々なニーズに応えるプログラムを、効果的な広報・ＰＲ活動を通じ、広く県民

に浸透させることが重要であるとの認識のもとに、利用促進の取り組みを提案します。 

①私たちが考える足柄ふれあいの村の現状・課題・方向性                   

■足柄ふれあいの村の現状 

［利用者数について］ 

年間利用者（平成 25 年度については 8.6 万人）のうち、約 6割が春から秋にかけて実施される、県

内学校による自然体験活動による利用となっています。 

家族や小グループの利用は土日や夏休み期間などに集中するものの、少人数利用のため、コテージ１

棟あたりの定員に対する利用人数が低く、特に８月は利用数が伸び悩んでいます。 

冬期間（12 月～2月）の利用人数が年間利用人数の 1割に満たず、その多くが土日の利用に集中する

ため、平日は利用者がほとんどいないことも多くあります。 

平成 25 年度 月別利用者数及び団体別利用者数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［活動プログラムについて］ 

利用者の実施するプログラムは県ふれあい教育振興協会が運営していたプログラムを引き継いだものが

ベースとなり、多くのプログラムは学校団体向けに提供されており、家族や小グループを対象とする活動

提供があまり用意されていないのが現状です。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■足柄ふれあいの村の課題 

［利用人数についての課題］ 

 事業収入のうち、利用料金収入の割合が多くなることをふまえ、利用人数増大＝利用料金の増大とな

ることから、長期継続的・安定的な施設運営を可能とするため、利用者人数の拡大を図ります。 

学校利用については受け入れ調整の際に効率的な部屋割りを実施し、より多くの学校に利用できるよ

うな対応策を検討します。 

家族・小グループについては、土日や夏休みなどに家族・小グループ向けのイベントや活動プログラ

ムを用意し、利用者の増加を図れるような策を検討します。 

冬期は、関東学院大学などを中心にゼミ合宿などに活用していただくことや、施設の受け入れ枠に余

裕がある期間にイベントや主催事業（音楽祭やチャリティーイベント等）を展開します。 

 

［活動プログラムについて］ 

学校プログラムについては、これまで、ふれあいの村が提唱してきた「自主運営･自主活動」の枠を

超え、ふれあいの村スタッフやサポートスタッフなどによる、自然体験活動プログラムの支援や指導

を積極的に展開し、「自主運営・自主活動」を敬遠していた新たな利用学校を開拓します。 

企業研修や社会教育団体などを対象とした研修プログラム、地域サークルやアウトドア系の同好会を

対象とした体験プログラムなど、ふれあいの村の特性を生かしたオーダープログラムの運営を請け負

い、新たな利用者層の獲得に努めます。 

 

■足柄ふれあいの村の方向性 

 学校利用プログラムの充実や新たな利用者層獲得のための企画、また、地域や自然環境を活用した自

主事業の展開により、年間延べ利用者人数 10 万人に向けて挑戦します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

②魅力あるプログラムリニューアルによる利用の促進                

現在、足柄ふれあいの村で提供されている自然体験プログラムは、利用対象者（学校・学年）と実施

し間を軸にプログラムが紹介されていますが、今後は活動を実施する学校や団体の「ねらい」や指導

者、引率者の「おもい」を具現化できるような自然体験プログラムを検討し、それに必要な情報提供

を行っていきます。 

 

家族・小グループに対しては、手軽に取り組め、自然体験を楽しむことができるような活動プログラ

ムや活動エリアの整備を進めます。 

家族・小グループ向け活動プログラム 

 

 

 

 

 

 家族・小グループ向け活動エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、学校団体や家族・小グループの他、学齢未満の子どもやその家族、シニア層など、これまで

に利用の少なかった利用者層に向けた主催事業や活動プログラムを展開し、ふれあいの村の利用者数

の拡大に努めます。 

 

学齢未満の子ども・及びシニア層向け活動プログラム 

 

 

 

 

 

 

自然ガイドツアー 

 自然散策・野外ゲーム・ナイ

トハイクなどを家族向けに

実施 

自然体験教室 

 野外料理・森あそび・防災体

験など半日程度のプログラ

ムを定期的に開催 

クラフトコーナー 

 自然材を使ったクラフトを

作成し、施設内に屋外展示 

キッズボルダリングエリア 

 手軽なアウトドア体験とし

て注目のボルダリングのキ

ッズ版を設置 

ハンモックの森 

 森の中にハンモックを設置。

森の時間をのんびりと楽し

んでもらうエリア 

森のミニミニ農園 

 プランターを活用したオー

ナー制度による農体験の提

供。 

森林ウォーキングコース 

 散策路を改修して、距離表

示、歩数、カロリー表示等を

行う。 

学齢未満の子ども向けプログラム 

・野遊び体験、自然体験 

・遊び場の提供 

・学齢未満の子どもを持つ保護者交流 

シニア層向けプログラム 

 ・健康増進活動 

 ・自然体験、自然観察 

 ・ボランティア活動の機会提供 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

③足柄ふれあいの村の立地特性を活かします                         

魅力あるプログラムリニューアルをするうえで、足柄ふれあいの村が立地する県西地域・南足柄市・

広町地区の地域特性を十分理解し、それを活かします。 

■立地特性① 県西地区が誇る豊かな自然環境を活かします 

足柄ふれあいの村は、神奈川県の県西地域の

ほぼ中心に位置する南足柄市のそのまたほぼ

中心に立地しています。 

神奈川県立ふれあいの村 3施設（足柄、愛川、

三浦）の内、足柄ふれあいの村は、横浜、川

崎、相模原などの都市部から最も離れた、神

奈川県の西端に位置します。 

東に足柄平野が広がり、西には箱根の山、北

は西丹沢山塊を望む高台（標高 200～270ｍ）

に位置する自然豊かな青少年教育施設です。 

そのため、都市部で生活する児童、生徒、青

少年が、足柄ふれあいの村の周辺に広がる自然環境の中で、日常的に体験できないような自然活動を

体験し、「自立心や協調性をはぐくむ」ことができるよう、その特性を十分に活かします。 

     

■立地特性② アクセスの向上による都市部の総合リゾート・活動地域としての活用をします 

足柄ふれあいの村のある県西地域は、神奈川県の 25％の面積を有していますが、人口は神奈川県全

体の 4％にすぎません。 

 県西地域の南部は、箱根町・湯河原町・真鶴町と関東有数の観光地域で、北部は山北町・松田町など

森林資源や自然環境豊かな地域であり、足柄ふれあいの村が立地する南足柄市はちょうどその中間に

位置します。 

県西地域は、県東、県央地域の都市住民を、観

光や癒し、また野外活動や健康増進活動などの

目的で迎え入れる総合リゾート・活動地域とし

てより 

活性化が期待できる地域です。 

2020 年に向けて、第 2東名の山北スマートＩＣ、

南足柄市と箱根町を結ぶ県道 731 号線の開通な

ど、首都圏や神奈川県の都市部からのアクセス

向上し、県西地域への追い風を足柄ふれあいの

村の運営に活用します。 

 

 

足柄ふれあいの村

愛川ふれあいの村

三浦ふれあいの村

丹沢山地

箱根山地

横浜市、川崎市、
等の都市部

足柄ふれあいの村

山北スマートＩＣ
（第2東名）

大井松田ＩＣ
（東名）県道７３１号

（矢倉沢仙石原）
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■立地特性③ 良好な野外活動ネットワークを活用したプログラムを策定します 

 首都圏からのアクセスは、公共交通機関の場合は、小田急線新松田駅か大雄山線大雄山駅が利用可能

な駅で、クルマの場合は、東名高速大井松田ＩＣの利用が便利です。 

 足柄ふれあいの村の西部は、箱根外輪山明神ヶ岳に向けてなだらかに上っている自然豊かな丘陵地で

す。そのため、周辺は変化に富んだ様々な屋外活動施設があり、足柄ふれあいの村に宿泊する児童、

生徒、青少年のふれあい活動の様々なプログラムを実施できます。 

 

足柄ふれあいの位置イメージと周辺野外活動施設位置図 

 

大雄山駅

小
田
急
線

開成駅

東名高速道路

大井松田IC

国道246号線

御
殿
場
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酒
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狩
川

国
道
２
５
５
号
線

富士フィルム前駅
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←至名古屋

至東京→

森林公園
丸太の森

足柄ふれあい
の村

県立21世紀
の森

PAA21ﾛｰﾌﾟｽｺｰｽ

足柄グリーン
サービス本社

おんり～ゆ～
（温泉）

南足柄市
運動公園

アサヒビール
神奈川工場」

花咲く里山

道了尊最乗寺

南足柄市広町
パークゴルフ場

新松田駅

足柄ふれあいの村

足柄グリーンサービス
管理運営施設

南足柄市観光施設

施設の凡例

 

 

足柄ふれあいの村周辺の野外活動施設一覧表 

ふれあいの村 

から 
施設名称 設置者 概要 備考 

徒歩 5 分 足柄森林公園丸太の森 南足柄市 森林公園施設・キャンプ場 指定管理 

徒歩 5 分 南足柄市郷土資料館 南足柄市 南足柄市の歴史と文化を紹介  

徒歩 5 分 おんり～ゆ～ 民間施設 温泉施設 当社運営 

徒歩 10 分 
プロジェクトアシガラ 

アドベンチャー２１ 
民間施設 

野外研修施設 当社運営 

徒歩 20 分 花咲く里山 
地元 

自治会 

里山散策ゾーン 地元自治会

による運営 

徒歩 50 分 道了尊最乗寺 寺院仏閣 歴史散策エリア  

徒歩 40 分 広町パークゴルフ場 南足柄市 スポーツ施設 指定管理 

車 20 分 アサヒビール神奈川工場 民間施設 工場見学  

車 20 分 南足柄市運動公園 南足柄市 スポーツ施設 指定管理 

車 25 分 21 世紀の森 神奈川県 公園施設・ 県指定管理 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

④サービスの向上につなげる主催事業の開催                         

青少年を対象とした事業の実施はもとより、あらゆる世代に自然体験月堂の楽しさ・有意性を体感で

きる事業を実施します。主催事業の実施運営は、ふれあいの村の利用促進をはかるとともに、周辺地

域の活性化や地域人材の発掘、さらには今後につながる新たな利用者層の開拓にもつながるものと考

え、従来の実施イベントにとらわれない展開をします。 

■未就学児向け 

足柄の森を舞台に、未就学児童を対象とした自然体験活動を実施し、自然の中で活動をすることの面

白さや楽しさを体感してもらいます。 

イベント名 対象 定員 主な内容 備考 

もりちびワンデイキャンプ 

（毎月開催） 
10 組 日帰りの自然体験 1,500 円

もりちびワンナイトキャンプ 

未就学児とその保護者 

10 組 キャンプ体験 10,000円

 ※参加費は 2名 1組（未就学児 1名とその保護者 1名）の設定 

 ※参加費内容…食費・保険代・材料費・連絡通信費・活動講師への謝金など 

 

■小中学生向け 

小中学生には日帰り～1 週間にかけてのキャンプを中心とした自然体験活動を展開しながら、「生き

る力」を育み、自己肯定感を高めていくような機会を設けていきます。 

イベント名 対象 定員 主な内容 費用 

ジュニアアウトドア 

（年 6回の開催：日帰り） 
小学校 1～6年生対象 30 名 日帰りの自然体験 3,000 円

あしがらナイトチャレンジ 

（年 2回［春・秋］の開催） 
小学校 4～6年生対象 50 名 ナイトハイク 7,000 円

ビギナーキャンプ 

（夏休み期間に複数回実施） 
小学校 1～3年生対象 30 名 自然体験キャンプ 10,000円

あしがら 7デイズキャンプ 小学校 4年生～中学生 30 名 長期の自然体験 40,000円

※参加費内容…食費・保険代・材料費・連絡通信費・活動講師への謝金など 

※ビギナーキャンプは同一内容のキャンプを夏休み期間中に複数回実施し、自然体験活動の一人でも

多くの参加者が活動に参加できる機会を創ります。 

 

■一般向け 

広く一般の方を対象に、自然体験や野外活動体験、各種催し物や発表などの機会を設けながら、森や

自然とのふれあいや、地域や人とのふれあいの機会を創り出していきます。 

イベント名 対象 定員 主な内容 参加費 

あしがら 森の大地祭 2,000
周辺地域・施設との

共催イベント 
実費 

あしがら 森の音楽祭 

一般 

2,000
様々な分野の音楽

祭の開催 
実費 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■家族・親子向け 

家族向けの自然体験活動プログラムでは、四季折々の自然体験や行事体験などを行いながら、親子の

ふれあいの場、自然体験や野外活動のなどの直接体験の機会を創出していきます。 

 

イベント名 対象 定員 主な内容 費用 

ファミリーコミュニケーショ

ンデイ（日帰り：毎月開催） 
100名

四季の地元食材を

使った野外料理 
実費 

森の新緑祭（1泊 2日） 300名
新緑ウォーキング 

こいのぼり作り 
10,000円

森の歳末祭（1泊 2日） 300名
もちつき 

しめ縄作り など 
10,000円

森の早春祭（1泊 2日） 

家族一般 

300名
春を見つけるクッ

キング など 
10,000円

雛の宴（南足柄市・開成町開

催イベントに参画） 
 

20 名 
ひなまつりスイー

ツづくり など 
実費 

 

■指導者養成 

ふれあいの村で活動するにあたっての理念や考え方、ふれあいの村で実施できる、基本的な自然体験

活動・野外活動の基本的な技術などを身につけるとともに、ふれあいの村でのボランティア指導者と

しての養成や人材確保に努めます。 

イベント名 対象 定員 主な内容 参加費 

①自然体験活動の基本 
20 名 野外炊事の実際・指

導者の心構え 
7,000 円

②救急法・安全管理 
20 名 救急法・心配蘇生法

の体験・安全管理 
15,000円

③アウトドアゲーム 
20 名 野外ゲームの体験と

指導 
7,000 円

④森林活動 
20 名 森林での自然観察・

自然材クラフト 
7,000 円

⑤登山・ハイキング 
20 名 登山やハイキング中

の安全管理 
7,000 円

⑥指導実習 

ふれあいの村での自然

体験活動ボランティア

を希望する方 

自然体験活動に興味関

心のある方 

20 名 イベント指導の実際 5,000 円

 ※各活動とも 1泊 2日で実施 全ての講座を修了で、ふれあいの村ボランティア資格を取得 

 ※②救急法・安全管理については、救急法の資格取得費用も含む金額 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■防災キャンププログラム（災害被災時に役立つアウトドアを楽しみながら体験） 

災害被災時に役立つアウトドア活動のノウハウを、楽しく、実践的に学びながら、「いざ」というと

きに備えます。 

イベント名 対象 定員 主な内容 備考 

サバイバル 72 キャンプ 小学校 4～6年生対象 30 名 
被災後 72 時間を想

定したアウトドア 
 

森の防災キャンプ 家族 20 組 
アウトドア体験を

被災時に役立てる 
 

3.11 チャリティキャンプ 家族  
防災キャンプ 

チャリティ 
 

※自然体験活動やキャンプのノウハウ、火を起こす・ご飯を炊く・シートを屋根代わりに雨風をしの

ぐなどアウトドアで必要とされる技術は、災害被災時にも役立つものでもあります。キャンプ活動

を通し、必要な技術を楽しみながら身につけ、今後起こりうる災害に備えます。 

 

■愛川ふれあいの村との連携・協力を図ります 

 同じ目的を持ち、同じ方向で事業を推進していますが、立地や周辺環境の異なる愛川ふれあいの村と

は、お互いの特徴を活かしながら連携・協力を図ります。 

主催事業においても、同じテーマを持った連携事業を開催したいと考えています。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

⑤ふれあいの村からはじめる「未病の治す」プロジェクトの取組み               

■「未病を治す」プロジェクトの推進 

 2020 年には第 2 東名山北ＩＣや県道 731 号線（矢倉沢・仙石原）が開通予定であり、首都圏からの

アクセスが向上します。この追い風を受け、未病を治すプロジェクトによる、県西地区の健康増進プ

ログラムを展開し、多くの層の利用客を誘致します。 

 そのために、健康志向や健康的なラフスタイルを提供できるプログラムを実施します。 

 足柄ふれあいの村の閑散期（12～2 月）にも利用促進を図るために、学校利用のみならず、すべての

年代層の県民に野外活動を通じて健康増進できるライフスタイルを提供し、多くの県民の年間を通じ

た利用促進を図ります。 

歩く・癒す・健康増進 

  未病を治すプロジェクト 

「未病を治す」プロジェクトは、県西地域の豊かな自然環境や、伝統文化などの地域資源を活用して、

「病気とはいえないが、健康とも断言できない」という人を、

出来るだけ健康な状態にするという考え方です。 

足柄ふれあいの村は、「森の駅」として未病いやしの里の駅に

登録されています。 

足柄ふれあいの村は多くの県民が宿泊できる施設であり、そ 

の機能を有効に活用して、未病を治す自然体験プログラムを企

画立案し、利用者に提供します。 

未病を治すライフスタイルをテーマに足柄ふれあいの村のみ

ならず、県西地域を活性化します。 

［未病いやしの里の駅］ 

 未病を治すプロジェクトでは、「県西地域は、豊かな食、自

然、温泉に恵まれ、未病を治すのにぴったりの地域です」というコンセプトのもと、県西地域の地域

資源を「未病いやしの里の駅」として設定し、各施設や県西地域の活性化を図っています。 

 足柄ふれあいの村が提供する（健康増進）自然体験プログラムは、これらの「未病いやしの里の駅」

をサテライト拠点とします。 

 

［県西地域ウォーキングガイド］ 

 県西地域活性化プロジェクトとして、「県西地域ウォーキングガイド」を作成し、未病を治す取り組

みの一つとしてウォーキングを推奨し全 75 コース（そのうち、南足柄市 11 コース、南足柄市～箱根

町 3コース）が設定されています。 

足柄ふれあいの村では、これらのコースを（健康増進）自然体験プログラムとして県民に提供し、地

域ボランティアによるガイドや、健康講座との組み合わせプログラムを作成し、新たな事業として促

進します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■プログラム① 未病いやしの里巡り（いやしの里の自然体験で、未病を治す） 

食の駅（24 施設）、運動の駅（18 施設）、森の駅（17 施設）、湯の駅（13 施設）、集いの駅（8施設）、

合計 80 施設（重複施設もあり）が未病いやしの里の駅として設定されています。 

 そのうち南足柄市には 12 施設があり、足柄ふれあいの村の周辺に点在しています。 

南足柄市内の未病いやしの里 

①②

⑤
④ ⑦⑥

⑧

③

⑨

⑫

⑩

⑪

足柄ふれあいの村

  

番号 施設名 未病癒しの里の駅

① 足柄ふれあいの村 森の駅

② 温泉施設「おんりーゆー」 食・運動・森・湯・集いの駅

③ 森林公園「丸太の森」 森の駅

④ 県立２１世紀の森 森の駅

⑤ 南足柄市運動公園 運動の駅

⑥ 大口河川敷パークゴルフ場 運動の駅

⑦ フレッシュショップ福沢 食の駅

⑧ 物産館あしがらの里 食の駅

⑨ 広町パークゴルフ場 運動の駅

⑩ 南足柄市体育センター 運動の駅

⑪ 岡本金曜野菜市 食の駅

⑫ ＹＡＯＹＡおかもと直売所 食の駅
 

 

 足柄ふれあいの村を拠点・宿泊施設とし、未病いやしの里をめぐり、それぞれの特徴を活かした活動

プログラムを体験し、健康増進を図ります。 

 足柄ふれあいの村では、利用者に対して、未病の症状（証）に適合した体験・活動を提供し、健康講

座とからめた健康増進プログラムを行います。 

 

■プログラム② 里山ノルディックウォーキング（気持ちよい里山で健康増進） 

 ノルディックウォーキングは、上半身を含めた全身の筋肉を使って行うアクティビティです。 

足柄ふれあいの村を拠点とし、森林公園丸太の森、大雄山最乗寺、大雄町

花咲く里山など豊かで気持ちよい自然環境をめぐり、健康増進を図ります。 

 足柄ふれあいの村は、ノルディックウォーキングの拠点施設として、レン

タルポールやガイドインストラクターを提供します。 

 

■プログラム③ 森の健康ヨガ・ストレッチ教室（いやしの森で体と心のリラックス） 

足柄ふれあいの村は周辺を豊かな自然に囲まれています。 

整備の行き届いた気持ちの良い森の中で、ヨガやストレッチの教室・講座

を開催します。 

足柄ふれあいの森は、ヨガ・ストレッチ森林フィールドの整備・用意と、

インストラクターの提供を行います。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金 

（1） より多くの利用を図るために実施する自然体験活動事業の実施方針、内容等 

■プログラム④ 県西地域・歩いて、未病を治そう（３０３３ライフスタイル） 

 「 くらしに運動・スポーツの習慣を 」というテーマで、神奈川県が推奨する３０３３運動という日

常運動のライフスタイルを、実践～定着させ健康増進を図ります。 

３０３３運動について 

 ・運動する時間を：1日 30 分（運動効果を高めるための目安として） 

 ・運動の頻度を   ：週 3日  （生活習慣病の予防や改善などの運動効果を期待できる目安） 

 ・運動の継続を  ：3ヶ月間 （運動の効果が現れてきます。また、運動習慣も身に付く） 

 という日常運動のライフスタイルを、実践～定着させ健康増進を図ります。 

手軽に運動・スポーツを楽しみ、日常的に

継続させることを足柄ふれあいの村から

発信し、足柄ふれあいの村を拠点とし、県

西地域活性化プロジェクトが提唱する「県

西地域ウォーキングガイド」をウォーキン

グ・運動の素材として活用します。全 75

コースのうち、南足柄市の 11 コース、南

足柄市と箱根町を結ぶ 3コース（最短 2.9ｋｍ～最長 18.0ｋｍ）を足柄ふれあいの村の「未病を治す

ウォーキングコース」と設定し、利用者に適合したコースを選定し、ガイドも可能というプログラム

を実施します。座禅中の腹式呼吸にはダイエット効果が多くあります。普段行っている浅い胸式呼吸

では使われにくい腹横筋を使って呼吸する為、内臓が上下に動き内臓の位置が整います。 

 

■プログラム⑤ 道了尊・癒し・神秘体験（南足柄のパワースポットで健康増進） 

南足柄市が誇る大雄山最乗寺は、600 年の歴史を持つ古刹です。参道

の仁王門より三門までの 2 キロメートル。車道と遊歩道「てんぐのこ

みち」があり、その車道の両側には 10、000 株のアジサイが植えられ

「大雄山あじさい参道」と呼ばれています。 

参道の周辺には樹齢数百年の杉の大木が並び、自然の奥深さを感じさ

せる神秘スポットです。 

最乗寺では、座禅や写経プログラムで、こころとからだをリフレッシュし健康増進します。 

座禅の健康増進効果 

坐禅中の腹式呼吸にはダイエット効果が多くあります。 

普段行っている浅い胸式呼吸では使われにくい腹横筋や横隔膜を使って呼吸

するため、内臓が上下に動き内臓の位置が整います。それにより、内臓下垂

を防ぎ、ポッコリ腹も解消されます。 

また、体の深部まで空気を送り込むため、血流やリンパの流れも活性化し、

新陳代謝も活発になります。 
 

 

コース名 距離
Ｋｍ

標高差

ｍ
コース名 距離

Ｋｍ

標高差

ｍ

矢佐芝コース 18.0 1144 天狗伝説コース 9.5 226

矢倉岳コース 8.7 617 大雄町花咲く里山コース 2.9 120

山伏平コース 5.9 617 矢倉沢里山散歩コース 4.2 120

万葉コース 5.4 327 内山棚田清涼さんぽみち 6.1 42

足柄峠コース 7.7 423 明神ヶ岳コース 10.8 834

浜居場城コース 10.5 401 足柄峠・金時山コース 9.9 795

足柄古道コース 13.6 706 金太郎コース 7.7 795
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